
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
三
十
五
条
中
「
法
令
の
規
定
に
よ
る
整
理
手
続
に
よ
ら
な
い
関
係
者
の
協
議
決
定
で
」
を
削
り
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

円
滑
な
事
業
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
者
の
金
融
機
関
等
に
対
す
る
債
務
の
調
整
の
手
続
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
権
利
変
更
決
議
の
効
力
）
又
は
第
二
十
九
条
（
議
決
権
者
の
全
て

の
同
意
を
得
た
場
合
に
お
け
る
権
利
変
更
決
議
の
効
力
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
条
第
一
項
（
指
定
確
認
調
査
機
関
の
確
認
）
に
規
定
す
る
権
利
変
更
決
議
の
効
力
が
生
じ
た
こ
と
。

二

法
令
の
規
定
に
よ
る
整
理
手
続
に
よ
ら
な
い
関
係
者
の
協
議
決
定
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

債
権
者
集
会
の
協
議
決
定
で
合
理
的
な
基
準
に
よ
り
債
務
者
の
負
債
整
理
を
定
め
て
い
る
も
の

ロ

行
政
機
関
、
金
融
機
関
そ
の
他
第
三
者
の
あ
つ
せ
ん
に
よ
る
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
そ
の
内
容
が
イ
に
準
ず
る
も
の

第
四
十
条
の
九
第
一
項
第
一
号
中
「
専
攻
科
」
を
「
別
科
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
授
業
時
間
数
が
千
七
百
時
間
」
を
「
単
位
数
が
六
十
二
単
位
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
十
を
削
り
、
第
四
十
条
の
十
の
二
を
第
四
十
条
の
十
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
令
第
二
百
十
七
条
各
号
（
公
益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
法
人
の
範
囲
）
に
掲
げ
る
法
人
」
を
「
次
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
当
該

特
定
寄
附
金
が
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
寄
附
金
で
あ
る
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
第
二
百
十
七
条
各
号
（
公
益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
法
人
の
範
囲
）
に
掲
げ
る
法
人

当
該
特
定
寄
附
金
が
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
寄
附
金
で

あ
る
旨

法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
公
益
信
託
の
受
託
者

当
該
特
定
寄
附
金
が
当
該
公
益
信
託
に
係
る
信
託
事
務
に
関
連
す
る
同
号
に
規
定
す
る
寄
附
金
で
あ
る
旨

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
生
徒
」
を
「
学
生
又
は
生
徒
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
掲
げ
る
事
項
」
を「
定
め
る
事
項
」

に
、「
該
当
す
る
」
を
「
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
課
程
で
あ
る
場
合
に
は
同
号
に
定
め
る
事
項
に
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
課
程
で
あ
る
場
合
に
は
同
号
に
定
め
る
事
項
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
掲
げ
る
事
項
」
を
「
定
め
る
事

項
」
に
、「
該
当
す
る
」
を
「
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
課
程
を
履
修
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
同
号
に
定
め
る
事
項
に
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
課
程
を
履
修
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
同
号
に
定
め
る
事
項
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
定
め
る
事
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
第
一
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
ロ
の
前
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

確
定
申
告
書
に
社
会
保
険
料
控
除
（
法
第
七
十
四
条
第
二
項
第
五
号
（
社
会
保
険
料
控
除
）
に
掲
げ
る
社
会
保
険
料
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合

当
該
申
告
書
に
記
載
し
た
令
第
二
百
六
十
二
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
社
会
保
険
料
の
金
額

〇
財
務
省
令
第
十
七
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
三
号
）
附
則
第
九
条
第
二
項
第
八
号
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
二
十
条
第
六
項
、
第
二
百
二
十
条
、
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百

二
十
八
条
第
二
項
並
び
に
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
二
十
条
の
二
第
三
号
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
、
第
百
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
百
十
七
条
第
四
号
、
第
二
百
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第

五
項
並
び
に
第
二
百
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
得
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

所
得
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

所
得
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
課
税
と
さ
れ
る
通
勤
手
当
に
係
る
駐
車
場
等
の
要
件
等
）

第
二
条
の
二

令
第
二
十
条
の
二
第
三
号
（
非
課
税
と
さ
れ
る
通
勤
手
当
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
号
に
規
定
す
る
交
通
用
具
の
駐
車
の
た
め
の
施
設
が
、
そ
の
受
け
る
同
条
に
規
定
す
る
通
勤
手
当
に
係
る
そ
の
者
の

勤
務
す
る
場
所
の
周
辺
又
は
そ
の
者
が
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
交
通
機
関
の
駅
若
し
く
は
停
留
所
そ
の
他
の
施
設
の
周
辺
に
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

令
第
二
十
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
号
に
規
定
す
る
駐
車
場
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
駐
車
場
等
」と
い
う
。）の
料
金
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額（
そ

の
者
が
二
以
上
の
駐
車
場
等
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
車
場
等
の
料
金
の
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
の
合
計
額
）
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

当
該
駐
車
場
等
の
料
金
が
月
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

当
該
料
金
の
額
（
一
月
を
超
え
る
期
間
で
一
月
の
整
数
倍
の
期
間
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
駐
車
場
等
の
料
金
の
額
を
当
該
整

数
倍
の
倍
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
）

二

当
該
駐
車
場
等
の
料
金
が
年
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

当
該
料
金
の
額
を
十
二
（
一
年
を
超
え
る
期
間
で
一
年
の
整
数
倍
の
期
間
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
二
に
当
該
整
数
倍
の
倍
数
を

乗
じ
た
数
）
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額

三

当
該
駐
車
場
等
の
料
金
が
そ
の
利
用
の
都
度
負
担
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
金
額

イ

そ
の
者
が
通
勤
の
た
め
そ
の
利
用
の
都
度
負
担
し
た
当
該
料
金
の
額
の
一
月
間
の
合
計
額

ロ

そ
の
利
用
一
回
に
負
担
す
べ
き
当
該
料
金
の
額
に
、
一
月
当
た
り
の
そ
の
者
が
通
勤
の
た
め
当
該
駐
車
場
等
を
利
用
し
た
回
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
通
勤
の
た
め
そ
の
利
用
の
都
度
負
担
す
る
当
該
料
金
の
額
の
一
月
間
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

年
間
駐
車
場
等
料
金
相
当
額
（
当
該
駐
車
場
等
の
料
金
の
額
に
三
百
六
十
五
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該
料
金
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
期
間
に
相
当
す
る
日
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
そ
の
他
の

合
理
的
な
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
い
う
。）を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額

第
二
十
八
条
第
五
号
中
「
坑
道
及
び
」
を
「
坑
道
、」に
、「
鉱
業
権
）」を
「
減
価
償
却
資
産
の
範
囲
）」に
、「
除
く
。）」
を
「
除
く
。）及
び
貯
留
権
」
に
、「
に
係
る
」
を
「
及
び
貯
留
権
に
係
る
」
に
改
め
る
。
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